
マーサ 21 インフォメーションカウンター：058-295-2310　　じゅうろくプラザ：058-262-0150

チケットのお求め｜サラマンカホール チケットセンター 

058-277-1110 ［9:00～21:30］

http://t.pia.jp
0570-02-9999
Pコード：175-665

http://l-tike.com
Lコード：41536

http://eplus.jp
Famiポート
（ファミリーマート）

サラマンカホール
ネット予約は
「サラマンカ・オンラインチケット」で

※学生半額（30歳まで）。　※未就学児の入場はご遠慮ください。　
※A席・学生券・車いす席は、サラマンカホールチケットセンターのみの取扱いです。

全席指定  S 4,000円　A 2,000円 
［サラマンカメイト： S 3,600円　A 1,800円］

主催： サラマンカホール

＊窓口 9:00～｜電話・インターネット 10:00～

2020

2/27㊍
2020

2/20㊍ 一 般
発 売

サラマンカメイト
先行発売
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)*+#,-&". 14:00開演  （13:30開場）

岐阜市薮田南 5-14-53

2020.6. 21［日］

ショパン
生誕

年記念210

ⓒbruno Fidrych

ⓒTHE PIANIST Focus Features
映画「戦場のピアニスト」ポスターより

| PROGRAM |

●クロストーク（ナビゲーター：浦久俊彦）

～歴代最高のショパン弾きが贈る、オール・ショパン・プログラム～
ノクターン  第20番  嬰ハ短調  「レント・コン・グラン・エスプレッシオーネ」
ポロネーズ  第３番  イ長調 作品40-1  「軍隊」
ポロネーズ  第６番  変イ長調  作品53  「英雄」
バラード  第１番  ト短調  作品23
スケルツォ  第2番  変ロ短調  作品31　ほか
※曲目は変更になる場合があります。

ポーランドの巨匠

 

あ
の
名
作
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ヤノシュ・オレイニチャク



客席のご案内
サラマンカメイトのご案内

●チケットの先行販売
●チケットの割引（1公演2枚まで）
●ダイレクトメールによる
　コンサートのご案内
●グッズコーナーでの割引
※お電話（058-277-1110 入会申込書を郵送）および、
　インターネットでも受付ております。
※年会費2,000円
※入会申込書は、サラマンカホール チケットセンターに
　ご用意しています。
※年会費の口座振替もご利用ください。

すしさかい

桶狭間タンメン

交通アクセス・駐車場

 公共交通機関
●JR岐阜駅（北口）より「岐阜バス」で約20分
●名鉄岐阜駅より「岐阜バス」で約25分　
●JR西岐阜駅（南口）より「西ぎふ・くるくるバス」
　で約12分
●JR東海道本線・名古屋駅から西岐阜駅まで
　約23分

 自　動　車
●JR西岐阜駅から車で約5分（南口タクシー乗り場より約2㎞）
●JR東海道新幹線・岐阜羽島駅および名神高速道路・岐阜
羽島ICより車で約20分　●無料駐車場完備

終演後に西岐阜駅まで無料マイクロバスを
運行します　正面玄関前（北側）から出発します。

ヤノシュ・オレイニチャク  ｜ピアノ｜
現代ポーランドを代表するピアニストであり、現代最高のショパン弾きでもある。弱冠18歳で第8回ショパン・コン
クール入賞。アルトゥール・ルービンシュタインにも師事した。アカデミー賞受賞作『戦場のピアニスト』では、すべ
てのピアノ演奏と、手のみの迫真の演技が絶大な評価を浴びた。レコーディングも、これまでに40タイトル以上を
リリース。ポーランド政府から表彰も受けている。19世紀フォルテピアノの名手としても知られ、フランス・ブリュッ
ヘン指揮、18世紀オーケストラと共演した「ショパン生誕200年記念スペシャルコンサート」は、全世界でＤＶＤも
発売。近年のショパン国際ピアノ・コンクール審査委員の常連メンバーであり、2018年、ピリオド楽器による第1回
ショパン国際ピアノ・コンクールの審査委員にも選出されている。現在、ワルシャワ国立ショパン音楽院の教授。近
年の2018年日本ツアーでは、観衆の圧倒的な共感と感動を呼んだ。

PROFILE

| サラマンカホール音楽監督 |

ポーランド人からみたショパン、ショパンを弾く極意、
ルービンシュタインが教えてくれた大切なこと  ほか

『戦場のピアニスト』という映画を覚えていますか？ 
2002年、第75回アカデミー賞主要3部門を受賞した
名匠ロマン・ポランスキー監督の名作です。
第2次世界大戦中のポーランドで、戦火の中で生き抜くひとりの
ピアニストの物語が、世界中を感動の渦に巻き込みました。
この映画の全編に流れるショパンの音楽を演奏し、主人公が
ドイツ人将校の前でピアノを演奏するクライマックス・シーン
の印象的な手元が、ヤノシュ・オレイニチャクです。
ショパン生誕210周年。今年のショパン国際ピアノ・コン
クール審査委員も務める世界的巨匠のパフォーマンスを、
どうぞご堪能ください。
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円熟の妙技の、そのさきへ
紡ぎ出す旋律、魂の響き・・・まさにショパンの化身。

公演の中でクロストークがございます。
あわせてお楽しみください。  | フランス語、通訳付 |CROSS TALK

ヤノシュ・オレイニチャク×浦久俊彦

テーマ


